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神奈川県二宮町栗谷における

鍵層‘二枚組スコリア’について

武藤朝子・山口寿之

A Key Tephra‘Nimaigumi scoria’ 

in Kuriya, Ninomiya 

Asako MUTO・Toshiyukiy AMAGUCRI 

‘二枚組スコリア’は更新統二宮層群下回下部層 （層

序表参照〉の鍵腐の一つである。二宮層群の研究は，

大塚 （1929）以後数多く あるが， 1975年以来第四紀研

究会は， 火山灰編年学の立場から，火山灰層（テフ ラ〕

を中心とした層序と地質図を示した（上杉ら，1979）。

筆者らは， その成果を基礎に同時間面の指標となる鍵

Jl'!iを追跡し，岩相や含まれる化石の時間的 ・空間的分

布の研究を行なっている。

二宮川町架谷の小田原厚木道路わきの露頭でみられる

G!ycyineris rotund々（ベニグリ〉 を主とする貝化石層

は，従来英然と 「イリドーフ’ 〔テフラ〉の上位17.～18

mの応位に相当』すると されていた〔森ら，1979〕。

今回それは電二枚組スコリア’層準であることを篠認し

たのでここに報告する。

ここに示す e二枚組スコリア’は小田原厚木道路わ

きの露頭で矧聖書された（位置 ：図l，柱状区｜：図2）。

対比可能なテフラは下位から次の4枚である。A：下

部8～lOmmlこ長If¥色和11泣スコリア（径1mm以下〉の簿層

をもっ厚さ 3～5cmのラピリ。 B：径 5～lOmmの灰色

ラピリと黄色スコ リアで，岩片を合む。C：径10～30

mの黒色スコリアで，岩片を合む。D ：厚さ約15Cmの

スコリアノ4ミス（径1～8剛）。 以上のテフラは大磯

丘陵東方にみられる‘二枚組 スコ リア’上下のそれに

対比される。 すなわち 前記只化石屑は ‘イリドーフ’

の上位府準でなく， ‘二枚組 スコリア’ 直下の層準と

なる。このJ:':'i準は貝煩のほか， 有孔虫などの化石を豊

富に含み，また ‘二枚組 スコリアP が大船付近の長沼

層の‘タヤスコ’ に対比される〔上杉ら，1979〕ことか

らも，当時の古環境解析に重要な情報を与えるものと

恩われる。
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（図 1〕。 このテフ ラは，径10～30mmの粗粒スコリア

で，肉声11石石英はんれい岩片を 含むことが特徴であ

る。

図1. 露頭位置〔5万分のl地形図 ：小田原 ・平塚）
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1979 テフラを中心にみた二宮Jfil洋．関東

の凹紀，6.12 23. 

〔千葉大学理学部地学〕
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図2. 露頭柱状図（二宮町栗谷）


